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■氏名 ：小谷 聖
■保有資格：行政書士
■専門分野：創業、事業承継、事業再生

承継対象となる企業を活用すべきか新たに法人化
すべきか、当該企業の有する許認可などの特殊事
情を考慮することに加えて、金融機関の見方（金
融監督庁通達側面）を押さえておく必要がある。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和53年に相談者（現代表）の実父が創業した建設会社である。創業者の健康問題から休眠状態に
あり、現在に至っていた。後継者である子息は個人事業主として、主に建設資材卸・小売業分野での事業を展
開し、本企業の事業実績を上回る成果を挙げていた。今回小売業として創業するか、本企業を引継ぎ、有効活
用しながら新規事業として展開を図るべきかを迷っていた。事業承継するメリット・デメリットについての助
言と、承継する場合には、新規事業を主軸とした資金調達可否判断も含めた総合的な支援を受けたいと当機関
に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関にてヒアリングを行ったところ、卸資材仕入資金の調達を必要とすること、また将来的には建設業許可
を復活させ、取引先商社からの工事下請を受けることで、資金繰りを良くしたいとのことであった。許認可の
状況を踏まえ、「承継か創業か」の総合的判断、業態転換の際に必要となる手続き、資金調達面での事業承継
計画策定に関する総合的アドバイスについて、多くの事業承継案件で実績がある本専門家に依頼した。

事業計画書

■専門家による具体的な支援内容

本企業には、操業年数・資本金など有効活用すべき価値があり、事業を継ぐべきである
とアドバイスした。「1)事業承継に係る助成金申請についてのアドバイス、2)政策金融
公庫との調整・協議、3)事業計画・事業承継計画の策定指導」を商工会議所経営指導員
とタイアップする形で行った。また、業態転換の際に必要となる社内体制の整備や顧客
向け対応に関する助言を実施。その後、立てた計画に基づいた、一連の業態転換に係る
申請についてのアドバイスを行い、事業承継手続きを完了した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqfAAB?advisor_field_id=

個人事業主として建築資材の卸売に携わっておりましたが、取
引販路拡大等の契機があり、自身で法人を設立するか父親が経
営する法人（建築土木）を引継ぐべきかで悩んでいました。そ
こで知人からの紹介により商工会議所を訪ね、経営指導員に相
談をしたところ、専門家の小谷行政書士を交え、密で適切なア
ドバイスを受ける事ができました。仕入・運転資金も日本政策
金融公庫から希望額満額可決となり、商号も新たに、今後は父
親の築いた基盤を守りつつ、更に事業を発展させていきたいと
思います。

今回の支援により、「①代表者変更、②商号変更、③目的追加・変更（建設業主体から小売業
へ）」に関する書類作成や社内体制整備についての総合的なアドバイスを受け、法人組織の転換が
実現した。
事業計画書及び事業承継計画書を助言に従い策定したことで、事業承継前の融資としては日本政策
金融公庫札幌支店としては初となる、運転資金満額調達を得ることが出来た。また、専門家・札幌
商工会議所とのタイアップ支援に基づいて「事業承継補助金」申請を進めることで、今後さらに円
滑な資金調達に繋げていく。 現代表と創業者

櫛建土木 株式会社

■業種 ：建設業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：500万円
■創業 ：昭和53年
■住所 ：北海道札幌市南区石山１条8丁目2-19
■企業概要：建築工事、土木工事

業態転換を伴うスムーズな事業承継を実現

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

札幌商工会議所
中小企業相談所 西支所

構成機関

小谷 聖 氏

道央圏商工会議所ネットワーク

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：赤羽 幸雄
■保有資格：防災士、ITコーディネータ
■専門分野：IT経営、情報セキュリティ、

企業防災・BCP

当社は、プライバシーマークの取得や情報セキュ
リティ対策など「強靭化対策」に積極的に取り組
んでいる企業なので、実践的なBCPとなるように
指導・助言した。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、札幌市内および近郊を中心に、光回線の整備工事をはじめとして、多様な「情報通信」に関する工
事の施工や試験・検査・保守等を行っている事業者である。札幌市内に3つの拠点があり、それぞれにデータ
サーバーを設置している。しかし、災害が起こった際に、１拠点でも被害を受けてデータサーバーが稼動しな
くなった場合、業務に支障をきたす恐れがある。また、従業員の生活の安全確保、出勤体制も含め、災害時の
備えが課題となっていることから、BCPを策定するにあたりアドバイスがほしいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングを行ったところ、現在、本企業は大地震や集中豪雨などの災害時に対応できる
BCP策定を行っていないことに危機感を抱いていることがわかった。また、策定方法だけでなく、実際の運用
についても具体的な指導を求めていることから、防災士の資格を有し、BCP策定に関する支援実績が豊富であ
る本専門家に依頼した。

BCP検討時のようす

■専門家による具体的な支援内容

まずは、本企業の事業継続能力を「BCP自己診断チェックリスト」による自己診断、社内
組織、業務内容及び防災の取組状態などについてヒアリングを実施。中小企業庁の「中小
企業BCP策定運用指針（第2版）入門コース」の解説およびサンプルを参考にしながら、
本企業による自社のBCP（入門コース）作成をサポートした。次に、作成したBCP（入門
コース）の記入シートをもとに何度もブラッシュアップを行い、不十分の箇所において
は、社内で検討を繰り返し、記入シートに記載するよう指導。加えて、各拠点でのBCP策
定のポイントや必要な機器の選定についてアドバイス。具体的には、従業員の安否確認の
ためのツール（災害伝言板）や災害時のデータバックアップ方法を紹介。最後に各拠点に
おいて、どのように運用を継続させていったら良いかのアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjDRAAZ?advisor_field_id=

北海道胆振東部地震を経て、改めて人的・物的・知的資産をどの
ように維持・継続していくかが当社の課題で有り、BCPは当社に
とって、欠かすことのできない災害等への対策と考えておりまし
た。今回、BCP分野に精通している赤羽先生から、とても的確な
アドバイスを頂き、非常時に冷静に判断し行動に移すことができ
ました。今後も、従業員の安全を第一に考え、当社の状態に見合
うBCPを構築していきたいと思います。また、今後は年に１回の
防災訓練や、災害時の経営資源の事前対策に力を入れていきたい
と思っております。ご指導ありがとうございました。

昨年9月に発生した北海道胆振東部地震や7月に西日本を中心に各地に被害を残した集中豪雨等で、
災害時の備えの必要性は認識していたが、具体的にどのようにBCP策定を進めて良いかわかってお
らず、今回の支援を通して、BCP策定に必要な要素や検討すべきポイントを理解することができ
た。また、複数回に渡る指導の結果、BCP自己診断チェックリストの自己診断（2回目）では、本企
業の事業継続能力が大幅に向上したことが確認できた。いままで本企業が抱いていた事業継続に関
する漠然とした不安は、本支援で「BCPの運用マニュアル」を策定できたこと及び社内で運用に取
り組んでいく体制ができたことで解消することができた。

完成したBCP

株式会社 コーセイ

■業種 ：電気通信工事業
■従業員 ：39人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和63年
■住所 ：北海道札幌市厚別区大谷地東3-1-1
■企業概要：通信事業、建設事業、派遣事業、

WEB事業

災害時における業務継続能力向上のためのBCP策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

北海道中小企業団体中央会
構成機関

赤羽 幸雄 氏

北海道中小企業・小規模事業者支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：加藤 邦彦
■専門分野：ものづくり、事業承継、

地域資源活用

事業承継事務に対しては地域慣習の理解に努力を
払いました。すべての和菓子店の課題と言える、
次世代型戦略を理解し易くするためにヒット商品
開発と戦略の構築を同時に行いました。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、江差町の中心部に店舗を構え、道内の各地土産物売り場や全国のデパートでも販売をおこなってい
る明治3年（1870年）創業の老舗菓子店である。ユニークな形状の丸缶羊羹が人気で好調な経営が継続して
いる。しかし、和菓子の消費が落ち込む中、主力商品である羊羹の将来性について大きな不安を感じている。
事業承継にあたり、円滑な承継と承継後の時代にマッチした商品・経営方針を決めなければならない状況で、
その方策に苦慮していることから、今回どのようなことに取り組むべきかを思案し、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が、事業承継後の経営方針と経営課題、製造部門の課題・問題点についてヒアリングを実施し
た。その結果、事業承継に関する支援実績が豊富であり、江差町内の菓子店事情にも精通している本専門家に
新商品開発についてのアドバイスを依頼することが必要と判断した。

北の銘菓

■専門家による具体的な支援内容

現経営者は事業承継に向けて、羊羹に代わる主力商品、現代的にアレンジした商品開
発をする必要性を感じていたが、その実現について苦慮し、大きな不安を感じてい
た。そのため、次期経営者も交えて、問題点・課題点について一つ一つ解決に向けた
助言を行った。また社内の指示命令、連絡を円滑化し、士気向上を図るため、経営側
と製造側が定期的にコミュニケーションする機会を設け、様々な問題に対する意見を
発信することで、問題点の整理・抽出・共通認識を持つようにした。事業承継につい
ては、事業承継計画書の策定に係るアドバイスのほか、現・次期経営者が挨拶に伺うこ
と、挨拶状の内容と配布範囲等で、周到綿密で詳細なリストを作るよう助言を行っ
た。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WEtW0AAL?advisor_field_id=

加藤邦彦先生は、商品開発・事業承継についてじっくりとお話
を聞いて頂きました。地元・北海道・全国と考え方を細分化す
ることで、手がける順序と、前に進む準備ができました。先生
のアドバイスにより職人の意識・美味しさの変化を実感し、今
までの商品が現代にマッチした味の商品に変わり、また新しい
商品が生まれてきました。会社と職員全体が対応する能力を身
に付け一つ一つを丁寧に行い、企業としてのボトムアップに繋
げたいと考えています。

今回の支援により、老舗菓子店の「守るべきところ」と「大きく変化すべきところ」を十分に検討
し、経営基盤の安定化をより図り、円滑な事業承継へと結びつける為の方向性の確認が行われ
た。具体的には、新しい商品を追加する事と既存商品の統合を行うことで、効率的な製造を行
い、「地元顧客を意識した商品」、「道内で販売する商品」、「道外で販売する商品」という3つの分
野に分け、それぞれで既存商品の統合と、新商品づくりを行っていく方針を打ち出した。現・次
期経営者とでしっかり事業承継計画書を策定したことで、将来を見据えた事業を的確に展開して
いくことが期待できる。 新時代の商品づくり

株式会社 五勝手屋本舗

■業種 ：製造・小売業
■従業員 ：24人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：明治3年
■住所 ：北海道檜山郡江差町字本町38番地
■企業概要：食料品製造業

新時代のニーズを鑑みたスムーズな事業承継

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

江差商工会
構成機関

加藤 邦彦 氏

北海道中小企業・小規模事業者支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：長谷川 直宏
■保有資格：初級システムアドミニストレータ
■専門分野：生産管理システム

24年間の社内システムエンジニアとして経験を活
かし、システム戦略やシステム企画についてのお
手伝いができました。今後もシステム担当者不在
の企業様のIT化推進の支援をしていきたいと思い
ます。

青森県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治40年創業以来、各種麺商品の製造・販売を行っている。生産管理業務・在庫管理業務のシス
テム化が遅れているため、目視にて商品在庫を確認し、生産数を決めている。このため、在庫データ見直しの
度に生産計画の調整作業が発生している。また、商品在庫や生産状況の情報を共有することができず、「先入
れ先出し」の徹底が難しく、営業活動効率化の妨げとなっている。商品在庫情報をリアルタイムで反映した生
産計画情報を社内で共有できるシステムの導入の進め方について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点Coが工場内のシステム化と利用状況についてヒアリングを行ったところ、販売管理システムが既に稼
働しており、各部門で活用されていることが分かった。当初の要望は生産管理業務の効率化であったが、販売
管理システムとのデータ連携による基幹業務システム構築の検討が必要であることが明らかになった。そこ
で、エクセルでの業務効率化から基幹業務システムの開発運用の経験が豊富である本専門家に依頼した。

工場内

■専門家による具体的な支援内容

受注、配送、請求、生産計画等のメイン業務について、IT化のためのミーティングを
開催し、実際の業務手順と各業務で使用しているデータを社長以下、各部門責任者、
システム開発業者担当者にも出席いただき、現状整理、確認していただいた。
各部門で使用しているデータを共有化できないか、重複管理されているデータはない
か、それぞれのデータをどの部門が管理するのが最適なのかについてディスカッショ
ンを行い、今回、費用対効果も勘案し、具体的に製品在庫情報のデータ化、共有を最
小限の仕組みで行う事を提案し実行していただく事となった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCcAAJ

業務フローを整理し各部門の情報連携を明確にすることができ
ました。稼働中の販売管理システムの各部門での利用状況につ
いても理解できました。現在、生産計画部門では販売管理シス
テムの情報を有効活用できていませんが、運用方法を見直すこ
とにより利用できることが分かり、少ない投資でシステム化で
きる目処を得ることができました。
IT化の推進は今後も必要と考えておりますので、情報システム
戦略の策定や業務プロセスの見直しなどを継続したいと思いま
す。

稼働中の販売管理システムを改良して生産管理業務をシステム化することに決定した。販売管理
システムの運用ルールの見直しも必要であるため、試行を2019年1月から開始することになっ
た。この変更により、目視での棚卸し時間を自動化でき、2人で毎日2時間かけて行っていた作業
が、月1回ですむようになり、90％以上の時間削減効果となった。また在庫情報の共有化によ
り、1)前日の生産計画の当日修正可能、2)遠隔地での在庫状況の把握と販促、3)商品の先出し・
先入れの徹底で業務効率アップにつながる改善となった。 社内システム概要

高砂食品 株式会社

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：98人
■資本金 ：8,100万円
■創業 ：明治40年
■住所 ：青森県平川市日沼富田36
■企業概要：各種麺商品の製造・販売

販売データと連携した生産管理システム構築の戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

長谷川 直宏 氏

青森県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

IT
活用
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■氏名 ：鷹野 秀征
■保有資格：復興庁復興推進参与(元)
■専門分野：CSR・農商工連携等

東北各地の復興事業に関わってきた中で、当社の
地域復興にかける熱意は非常に高く、まさに地域
のための事業として成長している。
飲食や観光など6次産業化により地域に人を呼び
込み、さらに活気ある地域づくりに貢献すること
を期待したい。

岩手県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は東日本大震災から5か月後に県内初の新規水産加工企業として設立し、岩手県釜石産イカ、サンマ、
鮭、水タコ等を主原料とした主に生食向けの商品の加工・販売をしている。創業後、順調に売上を伸ばしてい
る中、更に生産物の価値をあげていくために、水産業の6次産業化を目指した事業戦略等について当機関に相
談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が企業訪問によりヒアリングしたところ、具体的には、スラリーアイス便（シャーベット状の
氷を利用したクール便）を活用した販路開拓と新たな商品開発や、第2工場の建設、飲食店出店などの展開
や、水産体験観光との連携を進めることを検討しているが、事業全体の戦略や立案等について、専門的な知見
を必要としていることがわかった。そこで、東日本大震災後、当地域の水産加工業者をはじめ多くの支援をし
ており、またCSRコンサルティングが専門で、経営戦略立案や農商工連携等の支援実績が豊富な本専門家に依
頼した。

清潔な工場内

■専門家による具体的な支援内容

釜石復興を目指して震災後に設立された水産加工会社の「志」と、これまでの実績を
踏まえて、将来ビジョンを明確化。地域資源を生かした地域経済波及効果を最大化す
るための水産6次産業化戦略策定を支援した。具体的には、1)ブランド化・新工場建
設、2)飲食店事業、3)水産体験観光事業、4)養殖事業の4事業に整理し、各事業毎の目
標と、事業間の相乗効果を狙った全体目標の両面から戦略を練っていった。また同戦
略に基づき、平行して農林水産業関連の公募型助成金制度への申請内容の検討と申請
書作成を支援しつつ、地域内外の大学や観光事業者等との協業体制づくりを支援し
た。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDJLxQAO?advisor_field_id=

当社が水産業の6次産業化を進めていこうとしている中で、事業
内容、戦略等、整理がつかないでおりましたが、鷹野先生の分
析力と丁寧な指導により、それを明確化することが出来まし
た。今後、実践していく上で、引き続きフォローアップして頂
きたいと思っております。
釜石産の魚介類に付加価値をつけて、おいしい魚を全国にお届
けすることはもちろん、6次産業化を推進し、地域経済の発展に
貢献すべく、取り組んで参ります。
鷹野先生、ありがとうございました。

新たに取り組む事業を、「収益をあげるためのブランド化、テストマーケティングの場として位
置づけた飲食業の展開」や、「インバウンドを強みとした養殖場を含んだ観光業」など具体的に
編成。それぞれの事業内容、売上、初期費用、ランニングコスト等の分析を行いながら、当該事
業内容について、某法人の公募型助成金制度へ申請することもでき、事業全体の戦略を固めるこ
とが出来た。

商品紹介

釜石ヒカリフーズ 株式会社

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：28人
■資本金 ：1,500万円
■創業 ：平成23年
■住所 ：岩手県釜石市唐丹町字小白浜568番地
■企業概要：水産加工

更なる釜石復興を目指した水産業の６次化への事業戦略支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

釜石・大槌地域産業育成センター
構成機関

鷹野 秀征 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：菊池 明子
■専門分野：事業再生

自分の経験・知見を基に企業に寄り添い、本企業
のあるべき姿に近づけるべく有益な支援であっ
た。
一方、今回の支援が絵にかいた餅に終わらないよ
う、事業の工夫や他店との差別化戦略・施策をど
う進められるか、が今後の業容拡大のカギになる
と思われる。

宮城県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治初期に「廻船問屋」として創業。法人成りした昭和52年に旅館・飲食業に業態転換し、東日
本大震災以降はレストラン・惣菜部門を主軸に事業再編した。新代表は14代目としての基盤作りを進めてい
るが、本人が思い描く「本企業の特色・強み」を生かした事業構想の戦略的な具現化に向け、中長期視点での
事業計画策定と実行スキーム・体制づくりが急務であることを痛感し、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点Coがヒアリングを行ったところ、東日本大震災後の復興が進む同市では、商圏人口が店舗がある市街
地から郊外に移行しており、「店舗にどう人を呼び込むか」が課題となっていた。現状を把握し、老舗の味を
活かした新メニュー・新サービスの展開を構築し、具体的な方策を整理する必要があるが、多忙のためにその
時間が取れないのが実情である。課題解決のためには、専門家の支援が必要であると判断。事業部単位での商
品・市場提案や事業戦略策定にも精通し、豊富な支援実績を有している本専門家に依頼した。

中長期事業計画サマリー

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、現状分析を行った。具体的には、本企業が提供する商品・サービス・
現行メニュー等の競争優位性・強みを把握し、「誰に・何を・どのように」を分かり
易く見える化≒数値化 した。併せて、部門ごとの顧客属性・売上貢献度分析を通じて
「魅せるメニュー」と「儲かるメニュー」を検証。そのうえで、老舗「松竹ブラン
ド」の活かし方、基本方針・ビジョン・コンセプトづくり等による安定した経営基盤
づくりを助言。月ごとの売上をチェックしながら、次のアクションプランを構築して
いく考え方など、儲かる仕組みづくりのアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SOlxvAAD?advisor_field_id=

これまで自分ひとりで何とかしなければ、と思い悩み悶々とし
ていたことが、菊池先生との出会いにより、実情に沿った助言
や考え方について学ぶことができ、ひとつ一つがクリアになっ
ていく自分に気づきました。
今後、いつまでも地域に愛される割烹「松竹」であり続けるた
めに、口コミ等による情報発生力を高めていきたいと考えま
す。これを機により効果的な広報活動についても、継続的なア
ドバイスが得られると大変助かります。本当にありがとうござ
いました。

事業承継後の中長期計画の策定にあたり、現状認識と目標の設定、継続した店舗運営に向けてや
るべきことを明確にすることができた。その中で、コアとなるレストラン事業に重点を置き、老
舗ブランドを生かした女性が入りやすい店づくり、新鮮な地元食材をふんだんに用いたメ
ニュー・サービス開発を行った。今後、経営基盤を安定させる為には、新事業の創出も念頭の
上、年間売上目標を「現状 の2,000（万円）→ 平成35年5,000（万円）」とした。当面は売上
250（万円）/月、利益10%を目標とし、FL比率（原価＋人件費÷売上）60%以下を目指してい
くこととした。 老舗ブランドの店づくり

有限会社 阿部新

■業種 ：飲食業
■従業員 ：5人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和52年
■住所 ：宮城県石巻市中央2-7-23
■企業概要：割烹お食事処「松竹」・惣菜

確実な事業承継と「松竹」のブランド確立・成長戦略事業化支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

菊池 明子 氏

宮城県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

事業
承継
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■氏名 ：森川 恒
■プロフィール：アートディレクター
■専門分野 ：販路拡大、促進支援

開業35周年にあたり、これを全面的に活用し、お
客様の掘り起こしを行った。35周年をビジュアル
化し、期間中ご案内と共に訴求した。

秋田県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和59年創業の秋田市内に店舗を構える老舗割烹である。創業以来35年間「化学調味料ではない本
物の味」を信条とし、接待利用を中心に、秋田県内外の顧客から、秋田の自然が育んだ海と大地の恵みを活か
した郷土料理が愛されてきたが、交際費縮小等の市場環境変化により、近年は厳しい経営を余儀なくされてい
た。今回代表者より、「経営立直しのために、情報発信力を強化し、新たな顧客開拓を軸に現状を打開した
い」と当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のCoによるヒアリングの結果、本企業の創業35周年に合わせた効果的なブランディングと情報発信が
必要であることがわかった。そこで、本企業の長年にわたる馴染み客であり、店の魅力を来店客層を知り尽く
しており、販路拡大・販促支援課題に関して高い専門性を有し、実績も豊富な本専門家に依頼した。

記念メニュー

■専門家による具体的な支援内容

創業記念日である11月３日に向け、新規顧客を獲得し、売上げ拡大するための情報発
信力を強化した広報活動プランを提示した。具体的には、本年を「お客様感謝年」と
して、5ヶ月間に及ぶ販促活動（周年祭企画）をスケジュール化することで、最大の
チャンスとし販売促進につなげることとした。 1）5月は顧客情報としての名刺整理や
DM発送用のデータ入力の準備期間とすること。2）6月～8月は、旬の料理と特典サー
ビスを掲載をした店舗カードを来店者に配布することで、既存顧客から新規顧客への
口コミを利用すること。3）9・10月は記念月間とし、御礼文と記念コース料理を掲載
した案内状を発送すること。4）顧客からの予約は、事業者が自ら電話対応し、感謝を
述べるコミニュケーションを重要活動として助言した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000eGhdDAAS?advisor_field_id=

よろず支援拠点の鎌田先生、森川先生には、これまでの経営の
見直しを気付かせていただきました。皆様には大変感謝致して
おります。
お客様に喜ばれ、スタッフに喜ばれ、利益の出る営業を目指し
ます。来年からは新たなメニューの提案を行っていく予定で
す。今後共、ご支援よろしくお願い致します。

今回の35周年企画の取組みの成果として、3割の顧客がDMに関心を示し来客へと繋がった。ま
た、HPの更新にも注力したことで、情報発信力の強化もできた。口コミによる新規顧客の開拓
にも繋がり、女子会を結成して月1回開催することで、新しい顧客の獲得にも繋がり、入船料理
体験談としてSNSでのさらなる拡散が期待できる。経営改善計画の策定により、「食材の仕入れ
原価と経費の見直し」を徹底的に行い、毎月のモニタリングを継続して実施した結果、今期は仕
入れ原価3ポイントダウン、固定費は約2割カットになり、黒字化を達成することができた。 35周年のロゴ

有限会社 入舟

■業種 ：飲食業
■従業員 ：6人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和59年
■住所 ：秋田県秋田市山王2丁目10-10
■企業概要：日本料理店経営

創業35周年記念企画の取組みと経費削減による黒字化を実現

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

森川 恒 氏

秋田県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：千葉 亮
■保有資格：ITマスター
■専門分野：経営デザイン

創業間もなく急変していく経営環境の中、「今」に
合わせた仕組みではすぐに足枷となってしまいま
す。今回は柔軟性の高い業務デザインとしました
ので、状況が変化しても夢の実現に集中できる環
境となれば幸いです。

山形県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昨年創業し、『贅沢なキャンプ』をテーマにグランピング体験宿泊サービスを運営している。併設する
カフェを10月にオープンさせたほか、季節に応じてビアガーデンや、ゲストハウス・DIYができる工房、雑貨
販売など様々なサービスを今後随時展開する予定である。受注・サービス提供・会計までの動線、会計業務
（売上・顧客管理や確定申告）の煩雑化が、今後業務を圧迫していくことが予想され、その効率的運用やシス
テム化の是非、さらに経営者が見るべきお金のポイントについて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

税務上の損益計算と、日々の資金繰りのためのキャッシュフロー管理は目的・積算手法が違うことから、管理
業務は出来るだけ簡素化する必要があることが明らかになった。現状のお金の流れを整理したのち、必要に応
じたシステム・ハード導入を検討していくことが課題であると判明。そこで、ITを活用した経営管理の知識が
豊富であり、自社の会社運営において資金管理・会計処理等の業務に精通し、本企業の課題に多角的視点から
の支援をアドバイス出来る本専門家に依頼した。

当社のグランピングサービス

■専門家による具体的な支援内容

Cash In Cash Outの流れと、エアレジ、エクセル管理表などのツールの活用状況と主な
決済方式等についてヒアリングし、変動費・固定費に分けて、関係する業務の流れを
整理した。また、オリジナルテキストを活用したインプットと、ワークショップを重
ね、必要な預金残高の目安や資金調達を検討するタイミングなど、実践的な助言も
行った。また、今後のビジネス展望を元にしたディスカッションでは、将来付加して
いくべき機能や、最適な情報の流れと検討すべきシステムについて俯瞰的に整理して
いった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfM4aQAE?advisor_field_id=

千葉さんの質問は、まず「現状の問題は？」ではなく、「将来ど
うなりたいのか」でした。すると、現状感じている課題だけでな
く、今顕在化していない潜在的なものまで具体的に見えてき
て、目指す将来像のため「今できる事は何か」という視点で

これまで、感覚的、平面的に捉えていた経理業務が、仕入れ・人件費等の支出、売上まで図式化
されたことで、お金の流れの全体像が一元化され明確となった。また注文・決裁・経理がフリー
ソフト機能のフル活用により日々の業務・人の動線についても簡素化され、即時的に連動するこ
とでこれまで月1度丸一日かかっていた業務が1～2時間程度で済むなどの効率化につながった。
今後目指す業容拡大時にも、導入すべきシステムや管理項目・予算のイメージがわき、不安なく
進めることが可能となった。

GLAMPiC

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：3人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成29年
■住所 ：山形県山形市新山514-1
■企業概要：カフェ&グランピング施設運営

キャッシュフロー見える化で業務効率化と資金管理を実現！

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人 山形県企業振興公社
構成機関

千葉 亮 氏

プラットフォームやまがた連絡協議会

専門家

地域PF

整理した業務フロー図

考えられるようになりました。また、具体
的なアクションも手の届く範囲で教えてい
ただけたので、短い支援でしたが得たもの
は大きかったと感じています。

創業
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■氏名 ：齋藤 貴史
■専門分野：ハローワーク相談員経験を活かした
人材募集、面接等の選考技術、評価制度による人
材育成

求人は希望人材像を想定した表現と公開方法が重
要です。WEB活用も含めた求人改善のほか、選考
手法や定着・育成については、失敗防止策と成果
向上策という両面からの対策・手法をご助言しま
した。

福島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和46年に創業し、平成25年に現代表が事業承継した精密板金加工業である。平成27年度にミラ
サポ専門家派遣を実施し、WEBを活用した営業戦略の策定及びHPのリニューアル支援を行った。その結果、
既存及び新規顧客からの需要が増加したが、現状の人員体制では、その需要に対応しきれなくなった。人材不

足は深刻であり、「人材確保と育成」という喫緊な課題に対して、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当者がヒアリングを行ったところ、効果的な求人の出し方と媒体の活用法、面接の留意点、採用後
の定着など、採用全般の課題に関しての助言がほしいという具体的なニーズが明らかになった。また、自社
HPには、ハローワークの求人番号へのリンク掲載の記載しかなく、魅力的なWEB求人ページの制作が必要で
あると判断した。そこで、人材採用と育成に関する支援経験だけではなく、WEB活用の実績も豊富な本専門家
に依頼した。

以前の自社HP
（求人番号のみ掲載）

■専門家による具体的な支援内容

まず始めに、現状のハローワーク求人票掲載内容について、応募者目線から改善点を抽
出。採用したい人物像や職種別に求人を分け、「待遇などの条件、資格取得支援制度、
未経験者歓迎」など、求職者が応募したくなる情報を掲載することを助言した。次に自
社HPにも魅力的な求人ページの追加掲載及び、無料求人サイトの活用を提案し、求人
ページ作成の仕方・ポイント（人材育成シーン、作業シーンをビジュアル化）をアドバ
イスした。併せて、WEB掲載する原稿作成に向け、企業や仕事の魅力・求める人材像等
の情報を整理したうえで、求人ページの制作を進めた。さらに、採用選考のポイントと
職場定着に向けた施策、育成を図るための人事評価制度と定期個別面談の仕方など、採
用と育成・定着に関する助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfjGqQAI?advisor_field_id=

人材確保と育成が喫緊の課題となっていましたが、具体的に何
をどうすればよいか悩んでいたタイミングで、相談したいこと
に対して、現状分析や提案だけでなく、課題ごとに、具体的で
実践的なアドバイスをいただけたのがとても有難かったです。
また、どうしても私たちは企業側からの目線で物事を考えてし
まいますが、求職者の目線から自社のことをどう伝えるか考え
たことで、自社の魅力を言語化できたことも嬉しかったです。
今後助言いただいたことを活かして、自社で求人ページを運営
することで、成果につなげたいと思います。

本企業の自社HPと無料求人サイトにおいて、魅力ある求人ページの掲載ができ、求職者が応募した
くなる内容に生まれ変わった。また、今後は自社WEB担当者が柔軟に運用できるようになった。
その結果、採用面接にきた応募者の9割の方が当社のHPを事前に見たと回答し、本企業が求める人
物像とのミスマッチングが事前に防げていることと、本企業の魅力を事前に伝えられていること
で、求める人材が雇用できていることを効果として実感できている。

魅力的な求人ページが完成

株式会社 芳三工業

■業種 ：製造業
■従業員 ：98人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和46年
■住所 ：福島県三春町大字熊耳字山ノ内369
■企業概要：精密板金加工業、製缶加工業

WEBを活用した効果的な人材募集方法の構築支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

福島県産業振興センター
構成機関

齋藤 貴史 氏

ふくしま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

雇用
労務


